
                      

News Release 
平成 30 年 2 月 1 日 

株式会社日本政策投資銀行 

 

新規事業創出プログラム「KYOTO OPEN ACCELERATOR」 

京都企業 4 社×スタートアップ企業 6 社の連携により新たな事業を創出 

2 月 16 日成果発表会にて協業プロジェクトの概要を一斉披露 

 

株式会社日本政策投資銀行（代表取締役社長：柳正憲、以下「DBJ」）は、京都に拠点を

置く企業 4 社（京都リサーチパーク株式会社、コーデンシ株式会社、株式会社ニッセン、 

株式会社はてな（50 音順）、以下総称して「京都企業 4 社」）の経営資源（リソース）を活用 

した、オープンイノベーション※1 によるスタートアップ企業※2 との新規事業を創出することを

目的としたプログラム『KYOTO OPEN ACCELERATOR』（京都オープンアクセラレーター、

以下「本プログラム」）※3 を、平成 29 年 9 月 19 日より開始しました。 

 

本プログラムでは、全国のスタートアップ企業から京都企業 4 社それぞれのリソースを  

活用した新規事業案を広く募り、その後約 4 ヶ月間に及ぶ書類選考や 1 次、2 次の選考  

プロセスを経て、京都企業 4 社と全国 6 社のスタートアップ企業との新たな事業創出に   

向けた連携の開始に至りました。 

 

本プログラムは、DBJ が昨年 6 月に業務提携した Creww 株式会社※4 との初の取り組みと

なります。本プログラムでは、京都府（知事：山田啓二）、京都市（市長：門川大作）、    

公益財団法人京都産業 21 （理事長：村田恒夫）、公益財団法人京都高度技術研究所 

（理事長：西本清一）、京都リサーチパーク株式会社（代表取締役社長：松尾一哉）、  

Creww 株式会社の共催 6 団体の連携による地域活性化支援プロジェクトとして、京都経済

の成長や地方発の日本経済の活性化を目指しています。DBJ は、今後も全国の自治体や

地元企業に対し、スタートアップ企業とのオープンイノベーションによる新規事業創出支援

プログラムを提案し、地域産業全体の活性化、新しいマーケットの育成、新規雇用拡大の 

促進に貢献していく所存です。 

 

本件成果発表会の開催概要については、下記のとおりです。京都企業 4 社と全国 6 社の

スタートアップ企業が一堂に会し、協業プロジェクトの概要を一斉に披露します。 

 

 



                      

記 

 

１. 名称 

KYOTO OPEN ACCELERATOR 成果発表会 

２. 概要 

(1) 日時 平成 30 年 2 月 16 日（金）15:30～18:00（14:30 受付開始） 

(2) 会場 京都リサーチパーク 東地区 1 号館 4F サイエンスホール 

  （住所：京都府京都市下京区中堂寺南町 134） 

(3) 内容 京都企業 4 社とスタートアップ企業 6 社の協業プロジェクトの発表 

京都企業 4 社  スタートアップ企業 

京都リサーチパーク株式会社 
×

×

株式会社スペイシー 

電子開発株式会社 

コーデンシ株式会社 
×

×

PLEN Robotics 株式会社 

Takumi Vision 株式会社 

株式会社ニッセン × 株式会社 Crunch Style 

株式会社はてな × ユニロボット株式会社 

(4) 参加費 無料 

(5) 申込方法 下記 URL より事前にお申込み下さい。 

  http://eventregist.com/e/magWJPg5at6I 

(6) 主催 DBJ 

(7) 共催 京都府、京都市、公益財団法人京都産業２１、 

公益財団法人京都高度技術研究所、京都リサーチパーク株式会社、

Creww 株式会社 

(8) 後援 東京建物株式会社 

 

以 上 

 

※1. オープンイノベーション：自社の有する経営資源や技術に頼るだけでなく、社外からの技術や   

アイデア、サービスを有効に活用し、革新的なマーケットを創造すること。 

※2. スタートアップ企業：独自の技術やアイデアによって前例のないビジネスモデルを創造し、既存  

市場に挑戦する成長速度の速い企業。 

※3. KYOTO OPEN ACCELERATOR（京都オープンアクセラレーター）：京都企業 4 社が有する製品や

情報、店舗網等の経営資源（リソース）と、スタートアップ企業の持つサービスやプロダクトを    

掛け合わせ、オープンイノベーションによる新規事業の創出を目指すプログラム。平成 29 年 9 月

19 日から同年 10 月 6 日までスタートアップ企業からの提案募集を行った。 

特設応募 WEB サイト：https://dbj-i.net/ja/collaboration/kyoto-2017-8 



                      
※4. Creww 株式会社（https://company.creww.me/）：2012 年以来、スタートアップ企業と大手企業に 

よる新規事業創出を目的としたオープンイノベーションプログラムを 100 件以上実施した実績を  

有する。DBJ と Creww は、昨年 6 月に新たな新規事業創出支援プログラムの構築を目的として 

業務提携した。 

 

【お問い合わせ先】 

株式会社日本政策投資銀行 業務企画部 イノベーション推進室 

電話番号：０３－３２４４－１７５５   Email：connect@dbj.jp 
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